
 

「聖典に親しむ会」オブザーバー参加のご案内 
 
 「聖典に親しむ会」を下記のとおり開催します。 
 今回から、曇鸞大師の「浄土論註」を頂戴することにします。この書物は、龍樹・天親の仏道を他力の

仏道として継承し、道綽・善導を生み出し、そして親鸞聖人の往還二回向の浄土真宗の仏道として完成

されるもととなるものです。その意味で、真宗を学ぶ者にとって、一度はぶつかってみたい書物です。 
 オブザーバー参加とはなりますが、多数の皆様のご参加をお待ちしています。 

                      総務 河野繁典・宇山光成・林 勉道 
 

記 
 
１ 期日 令和６年５月２４日（金）から２６日（日） 
 
２ テキスト 
 ○漢文のテキスト・・・真宗聖教全書一（三経七祖部） 
           「無量寿経優婆提舎願生偈註巻上・巻下」 
 ○読み下し文テキスト 
  ①「解読浄土論註 改訂版」（簑輪秀邦編 東本願寺） ３８５０円 
  ①「易行品・浄土論・往生論註学習ノート」（山口聖典研究会編 永田文昌堂） １８７０円  

※発表される班が資料を用意されるので、購入されなくてもよいかと思います。 
 
３ 発表範囲 
 ①二道釈から願生偈の第二行上成起下の「説願偈総持 与仏教相応」まで 
  （真宗聖教全書Ｐ２７９の始めからＰ２８５の４行目まで）・・・山口班・九州班 
 ②国土荘厳の清浄功徳から雨功徳まで 
  （   同  Ｐ２８５の５行目からＰ２９２の終わりまで）・・・東京班・豊平班 
 ③国土荘厳の光明功徳から国土荘厳の終わり「故我願生彼 阿弥陀仏国」まで 
  （   同  Ｐ２９３の始めからＰ２９８の終わりから５行目まで） 

・・・島根広島班・関西沖縄班・京都鸞音の会 
 
４ 申し込み方法・期限 
 ○光明団ホームページの「聖典に親しむ会」の案内ページからお申し込み下さい。 
 ○ズームでの配信と本部へのリアル参加の両方で受け付けます。どちらにされるか選択して下さい。

宿泊も可能です。 
 ○なお、本部参加者の食事は、自己調達とさせて頂きます。 
 ○申し込み期限は、５月２１日（火）とさせて頂きます。 
 
５ 参加費 一日一人１，５００円 
 
６ 参加費の支払い方法（会の終了後７日以内にお願いします。） 
 ○郵便振替用紙…光明誌の最終ページ参照（「シタシムカイ」と記入） 
  ＊ 郵便振替口座 ０１３４０－７－７７９８（真宗光明団） 
 ○クレジット決済（ホームページから） 
 
７ 日程（別添日程表参照） 
 

お問い合わせ先 
  〒７４２－０４２２   山口県岩国市周東町獺越２０４１ 林 勉道 
     メールアドレス bendou1@sea.icn-tv.ne.jp   電話：0827-86-0122 (FAX兼） 



５月２４日（金） ５月２５日（土） ５月２６日（日）

発表範囲
（二道釈から第二行まで）

発表範囲
（清浄功徳から雨功徳まで）

発表範囲
（光明功徳から国土荘厳の終わりまで）

　９：００　勤行（重誓偈）　挨拶　 　９：００　勤行（重誓偈）　挨拶　 　８：５０　勤行（重誓偈）　挨拶　

　９：１０～１０：００　発表①　九州班 　９：１０～１０：００　発表⑤　東京班 　９：００～９：５０　発表⑨　島根・広島班

１０：１０～１１：００　発表②　九州班 １０：１０～１１：００　発表⑥　東京班 １０：００～１０：５０　発表⑩　島根・広島班

１１：１５～１１：４５　　検討 １１：１５～１１：４５　　検討 １１：０５～１１：３５　　検討

昼食・休憩 昼食・休憩 昼食・休憩

１３：１５～１４：０５　発表③　山口班 １３：１５～１４：０５　発表⑦　豊平班 １３：００～１４：００　発表⑪　関西・沖縄班

１４：１５～１５：０５　発表④　山口班 １４：１５～１５：０５　発表⑧　豊平班
１４：１５～１５：０５　発表⑫　京都鸞音の
会

１５：２０～１５：５０　検討 １５：２０～１５：５０　検討
１５：２０～１５：３５　検討　関西・沖縄班
１５：３５～１５：５０　検討　京都鸞音の会

恩徳讃で終了 来年度総務等の決定・恩徳讃で終了 恩徳讃で終了

聖典に親しむ会日程・割り当て


